　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　December．１２，２０１３
　　　ＭＮＣ研修講座「果実と種子」改
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＮＣ　児玉　勝久
１．序

　多くの植物は花を付け「実」を結びます。一口に「実」と言っても、その形状や形質は様々です。われわれが一般に「実」「種」などと言っている部分は、生物学的には「果実と種子」に分けられています。

次のような質問にあなたはどの様に答えられますか？

・イチョウの実は果実でしょうか、種子でしょうか？

・アラカシの実のようなドングリ類は果実でしょうか、種子でしょうか？

・イロハモミジのようなムクロジ科のいわゆる「カエデ」類の翼果は種子でしょうか、果実でしょうか？

・また日常の生活でわれわれの食べているサヤエンドウ、大豆、リンゴ、ゴマ、アーモンドなどは果実や種子のどの部分にあたるのでしょうか？

このように植物の「実」はわれわれの生活の場でも身近なものでありながら案外分っていないのが実情ではないでしょうか。今月の講座では一般に「実」や「種」と表現している部位について再度植物学的に掘り下げて見たいと思います。

２．果実と種子
２－１．種子は如何にして作られるのか？
　被子植物が実を結ぶには、通常「花」という段階を経て、花という構造体のめしべに花粉が付着する「受粉」が必要である。めしべとは通常、柱頭・花柱・子房からなる構造をもち、子房の中には胚嚢が、さらにこの中に卵細胞と極核が含まれています。単にめしべが受粉しただけでは種子を結ぶわけではない。高校の生物の教科書には［花粉の発芽と受精］という項目で種子の成り立ちが説明されています。少々難しい表現になっていますが、転記すると以下の通りです。
　柱頭についた花粉は給水してふくれ、発芽して花粉管をめしべの中にのばす。花粉管はめしべの花柱を中を通って子房に向かって進み、胚嚢にに到達すると、管の先端が破れて花粉の内容物（性核）が胚嚢中に放出される。
　花粉の生殖細胞の核（生殖核）は花粉管がのびている間に２つの性核に分かれるが、胚嚢中に入ると１つの性核は卵細胞の核と、他の１つは極核と受精する。このように、一度に２ヶ所で受精が行なわれるのは被子植物の特徴で、重複受精と呼ばれている。
　重複受精が終わると、受精卵は体細胞分裂を繰り返して多細胞になり、幼芽、子葉、胚軸、幼根などをもつ胚を形成する。一方、受精した極核は分裂を繰り返して胚乳を形成する。胚乳は胚が育つ時の養分になるが、種子の中には胚乳が発達せず、子葉に養分を蓄えるもの（マメ科植物などの種子）もある。（無胚乳種子という）
　＊巻末の図による説明を参照下さい。
２－２、果実

　私たちが普段「実」と言う言葉を使う場合には、「果実」と「種子」をあまり区別せずに使っていますが、植物学的には「果実」とは被子植物の、その中に「種子」を含む構造体を指します。被子植物の「種子」は上述のように花の構造の子房と言われる部分の中で成熟するのですから、子房またはその付属体が成熟した部位が「果実」であり、「種子」は「果実」の中に含まれる部分ということになります。この定義から当然、裸子植物は花の構造上、子房を持たないので「果実」を形成することはありません。

子房壁に由来する部分を「果皮」といい、外側から外果皮、中果皮、内果皮に区別できる場合もあります。種子は通常、堅い殻（種皮）に被われていることが多く、その中で幼植物体（胚）は乾燥などから守られ、生育に不適切な季節を休眠して過ごします。

なお、子房以外の部分が合わさって一つの果実をつくっている場合もあり、子房だけで出来ている「真果（しんか）」に対して「偽果（ぎか）」と呼んでいますが、一般に果実という場合には両者を含めています。

「偽果」の例としては、イチゴ、リンゴ、バラのように花床が付け加わったもの、ホウレンソウのように苞葉が加わったもの、キイチゴやサネカズラのように肉質になった花床の上に複数の果実が集まって一つの果実のようになるものなどがあります。

　種子は、母体の近くに落ちてそこから芽生え新しい個体をつくる場合もありますが、種子や果実に毛や翼やとげなどの付属体を持ち、風や動物などによって遠くまで運ばれ、分布を広げる植物もあります。また、果実の多くは植物の繁殖戦略として、鳥や動物に食糧となる部分を発達させ、食われることで、鳥や動物の体内を通じて種子の散布を行なうという目的で進化したと考えられます。

　なお、前述のように裸子植物は果実を形成しませんが、イヌマキのように花床を柔らかく発達させ鳥などに食べられ、分布を広げる戦略をとる植物もあります。
３．果実の区分
　前述の真果と偽果の区別に見られるように、果実はその特徴やなりたちが多様なため、分類のしかたも複雑になっています。

３－１．真果と偽果

　真果と偽果の違いは、花の構造、特に子房のつく位置と相関します。柿のように子房ががく片や花弁の上ついている（子房上位）場合には、子房はそのまま成長して果実となるので真果となります。一方、リンゴやビワのように子房の位置ががく片や花弁より下にある（子房下位）場合は、子房と共に花床筒の部分も大きくなって偽果となります。ただし、偽果のすべてが子房下位のものではなく、例えば、オランダイチゴ（普通の苺）の場合は赤く熟れた部分は花床が膨れたものであり、本当の果実はその表面につくブツブツであるので全体は偽果とされる。（末尾図参照）
３－２．液果と乾果

　果実が水分を多く含むか、乾燥しているかによって分けます。この分類では真果か偽果などの、果実の成り立ちについては分りませんし、どんな果実でも次第に水分を失なってゆくので厳密な分類ではありません。液果の多くは目立つ色や光沢をもち、味や香りの良いことが多く、食物になる他、動物によって食べられ種子散布もされます。

· 液果の例

· ブドウ、トマト、カキ、ホオズキ　等　（奨果）

· スイカ、キュウリ、カボチャ、カラスウリ　等　（ウリ状果）

· ミカン、ユズ、キンカン　等　（ミカン果）

· モモ、サクランボ　等　　（核果）

· リンゴ　等　　（ナシ状果）

· イチゴ　等　　（イチゴ状果）

· 乾果の例

· エンドウマメ、大豆、フジ、エンジュ、ネムノキ　等　（マメ果）

· シモツケ、ヤマシャク、クリスマスローズ　等　（袋果）

· アサガオ、ユリ、ヒナゲシ　等　（朔果）

· クレマチス、センニンソウ、タンポポ等　（痩果）

· ナズナ、アブラナ、ダイコン　等　（角果）

· アキニレ、カエデ類　等　　（翼果）

· クリ、コナラ、ツブラジイ、クヌギ　等　（堅果）

３－３．閉果と裂開果、分離果

　乾果の多くは、乾燥するにつれて果皮が裂け易くなり、また決まった場所から裂ける種もおおくあります。果実が熟したとき果皮が裂けて中から種子を出すものを「裂開果」、割れずに果皮ごと散布されるものを「閉果」または「非裂開果」と呼びます。非裂開果は一般に種子を一個だけ含みます。
＊閉果の例

　・カエデ（翼果）、コナラ、アラカシ、シイなどのドングリの仲間（堅果）は非裂開

性で風や動物によって散布される。

＊開裂性の果実の例

　・アサガオ、ユリ、ヒナゲシ（朔果）、クリスマスローズ（袋果）、インゲン（豆果）、

　アブラナ（角果）などがあります。

　一つの果実が成熟するにつれて、いくつかの独立した部分に分かれていく場合もあり、「分離果」とよびます。分かれた一つ一つの部分を「分果」と呼びます。例えば、カエデの果実は２つの分果に分かれます。マメ科のヌスビトハギ、オジギソウ、などの果実が種子を１個含むように幾つかの部分にくびれ、あとでそれぞれに分離します。（節果）

なお、アオギリでは、果実が成熟すると、もともと合着していた５枚の心皮は縫合線にそって開いていき、種子はそれぞれのボートのような形の心皮の縁につきます。

３－４．単果と集合果、複合果
　果実がひとつの子房から出来ている（単果）か、全体が多数の子房から出来ているかによって分けられています。

　「単果」には、トマト、カキ、ミカン、ウリ、ナス、ホオズキ、リンゴ、・・・などの液果、アブラナ、クヌギ、コナラ、ダイズ、ユリ、ヒナゲシ、などの乾果もあります。

これらは、花の構成を見ると１花に子房を１個もった種であることによります。

一方、イチゴやキイチゴ、あるいはコブシやタイサンボクのように、１花の構造が多数の雌ずい（子房）から構成されているのでこれらが集まって一つの果実を形成するので「集合果」と呼んでいます。

　なお、多数の花が集合して果実を形成するイチジクのような場合には、一つの花の多数の子房からできる集合果とは区別し、「複合果」と呼んでいます。肉質になった花床がくぼんでその中に多数の花を包み込むようになるイチジク状果、穂状花序全体からできるパイナップルやクワ（液果）ハンノキ、ノグルミ（果穂形成―堅果）頭上花序全体からできるヤマボウシ（液果が集合して全体が球状になる）、
４．果実の特徴
　果実のなりたちや特徴に注目し、それぞれに分類上の名前がつけられています。主なものを以下にあげます。

　＊別紙の　果実と種子　参考資料　Ⅰ、Ⅱ　の図を参照下さい。

・痩果（そうか）　－　種子を１つ含み果皮の薄い果実

　センニンソウやタンポポなどでは、果実の中に種子が１個だけ含まれ、ごく薄い果皮に被われていて、種子とあまり区別がつかない・・・このような果実を「痩果」とよんでいます。痩果は一般に軽くて、毛があることも多く主に風散布されます。

・袋果（たいか）　－　１枚の心皮からなり縫合線でさける。

　アケビ、ボタンなど１枚の心皮が１本の雌ずいとなっていて、果実が成熟すると縫合線で裂け、種子を放出する。なお、コブシやタイサンボクのような集合果も袋果に含めます。

・朔果（さくか）　－　複数の心皮からなる裂開果

　ツツジ類、ユリ、アサガオのように子房が複数の心皮より出来ており、全体で一つの乾果をつくる場合に、これを「朔果」と呼びます。
　朔果は多様で、その裂け方、種子のとばし方には色々な方式があります。アサガオのように、縫合線にそって裂ける場合や、ユリのように心皮の中央でさけるような場合、ヒナゲシのように果皮に孔の開く場合、ホウセンカやムラサキケマンのように裂けた１片が反り返って種子をとばすしかけをもつもの等があります。

　

・核果（かくか、石果ともいう）　－　内果皮が堅くなった液果

　モモやウメのように、果実の外果皮が薄く、肉質の中果皮（果肉）があり、その中に堅い核（内果皮）をもつものを「核果」といいます。核のことを一般に「種」と呼んでいますが種子ではありません。種子は核の中に入っています。（仁－じん－と呼ぶことがある。アーモンドは核果に入った仁―種子です。）
・しょう果　－　核を形成しない液果
　ブドウやトマトなどのように中果皮、内果皮が水分が多い肉質で柔らかく、熟しても裂けない果実。また、中に小型で堅い種子を含むことが多い。
・堅果　―　堅い殻に包まれたドングリ

　シイ、カシ、クリなどブナ科の果実は開裂しない堅い殻（木質化した果肉）に覆われていて、基部に殻斗と呼ばれる構造（総苞にあたる）があります。このようなブナ科特有の果実を「堅果」と呼びます。

・翼果　－　風にのって飛んでゆく

　イロハモミジやアキニレなどの果実は、果皮が大きく張り出していて、風を受けて遠くまで散布されます。この様な構造を翼といい、翼をもつ果実を「翼果」といいます。なお、ツクバネのように果皮以外の部分（包葉など）が翼になって、果実をとばすのに役立つこともあります。
・豆果（とうか）　－　１枚の心皮よりなり２つの線にそって裂ける
　マメ科の花の構造はいろいろですが、果実はさやの中にマメ（種子）が規則正しく並んだ構造になります。これは、花が１枚の心皮からできた１室の子房の辺縁胎座に胚珠が規則正しく配列しており、これがそのまま成長して果実となる為です。心皮の中央（背側）と縫合線の両側で裂けて２つの部分に分かれます。このようなマメ科特有の果実を「豆果」と呼びます。

・角果（かくか）　－　２枚の心皮からなる２室の裂開果
　アブラナ科の植物もこの科特有の構造の果実を持ちます。花の構造で、２枚の心皮で構成される子房は隔壁によって２室に仕切られています。成熟すると子房壁がこの隔壁から離れて果実が開き、種子が放出され隔壁は最後まで残ります。このような仕組みの果実を「角果」と言います。
・頴果（えいか）　－　イネ科特有の頴に包まれた果実
　イネや小麦などのイネ科の果実は、１個の種子が「頴」とよばれる一種の包葉に包まれていて「頴果」と呼ばれています。果実の果皮は薄い皮となっており種子に密着しています。（痩果の一種）
　米の籾殻は「頴」米ぬかは「果皮」？「種皮」？

・バラ科の多様な果実

　バラ科の植物は、多様な果実を形成します。これは花の構造―子房の位置や雌ずいの数―あるいは花床の発達するもの等多様であるからです。

花の構造により、「バラ状果」、「イチゴ状果」、「ナシ状果」「核果」「ミカン果」等に
・球果　－　厳密な意味では果実ではない
　円錐果ともいい、裸子植物のマツやスギの実のように雌花の球花が発達して、厚く木質になった多数のりん片（種りん、包りん等）が中の軸の周りに密についていて、全体が球形か円錐形になっている果。
５．種子の構造
種子は前述のように花のとき子房の中にあった胚珠が成熟したものです。成熟した種子は一般に胚、胚乳、及び種皮からできています。発芽して幼植物になるのは胚といわれる組織で、子葉、胚軸、幼根からできています。胚乳は発芽時の養分を貯蔵したもので、厳密には外胚乳と内胚乳に分けられます。このように種子に胚乳をもつような種子を有胚乳種子といいます。種子の中には豆類やオニグルミ、クリなど胚乳をもたず子葉の部分に養分を貯蔵する種子もあり、これを無胚乳種子といいます。種皮は種子の外面を包む層ですが、中には胚珠本体以外の部分が発達して膜状に種子を覆っていることがありますが、これを仮種皮として区別し、ニシキギの仲間の種子に見られます。
６．引用文献
　　清水　晶子著　絵でわかる植物の世界　　講談社サイエンティク

　　牧野　富太郎著　牧野日本植物図鑑（学生版）　北隆館　
　　八田　洋章　偏著　図解雑学・植物の科学　　　ナツメ社

　　鈴木　康夫　共著　草木の種子と果実　　　　　誠文堂新光社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他
　　　　　　　　　　　　　　　　　（転載等はご遠慮下さい。）　　　　　　　　　　以上
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